
                                                 

STEP １－C１ ペアを探せ！ SDGｓ問題マッチング 

 

G１ 世界の半分の人々が基礎的な医療(病院へ行く、薬がある、

予防接種が受けられるなど)を受けることができず、病気に

なると貧困から抜け出すことが難しい 

政府に新しい会社を作ることを禁止され、新しい技術を学

ぶことができず効率が悪い農業を続けていて、貧しい生

活から抜け出せない 

G２ 毎日小麦粉でできた薄いパンを一日2枚食べれるだけで、

背が伸びず、体重も軽い。いつもお腹がすいている 

家族で力を合わせて田畑を耕しているけれど、毎日食べ

れる量の作物を作ることが難しい 

G３ 予防できる病気や水が原因で命を落とす 5 歳未満の子ど

もは、年間 540 万人。健康に生活するための支援がまだま

だ足りていない 

環境汚染が原因で、肺炎やゲリで命を落とす子ども・大

人は年々増えている。健康に生活するために、予防策をと

る必要がある 

G４ 基礎教育(小・中学校)を受けきることができない子どもたち

は、100人中１６人。 

字が読めなかったり、技術を勉強する機会がなく、安定し

た収入のある仕事に就くことができない 

G５ 「女の子」というだけで、学校に通うことができずに 

家の仕事の手伝いをさせられている 

女性だから、男性と同じように財産の相続ができず、権利

が守られていない 

G６ 世界では、3人に１人は、トイレが家にない 世界では 11人に 1人が安全な水を使えない 

G７ 世界の 5人に 1人は電気がない生活をおくっている 石油はあと 4５年、天然ガスは 60 年、石炭は 120 年で

なくなってしまうといわれている 

G８ 世界の子どもの 10 人に 1 人が働いて、毎日を生き延びて

いる 

働きたくても、仕事がない、就職できない若者が増えてい

る 

G９ 自然災害で命を落とした人数の９割は、インフラ(水道、電

気、道路、インターネットなど)が整っていない開発途上国で

ある 

インフラ(水道、電気、道路、インターネットなど)が整ってい

ない地域には、仕事をするには不安定なので、大きい企

業などができにくい 

G 
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世界の 60 人が、世界の人口下位層の 50％の資産(お金

や土地など)と同じ資産を持っている 

世界の下位層の50％は、世界経済の１％分しか恩恵をう

けていない 

G１

１ 

自転車のための専用の道がないので、歩道を走り歩行者と

ぶつかって事故がおきる、道の端を走ると、車と接触事故が

起きてしまう 

ごみがたくさん落ちていたり、暗くて夜危ない道があって

怖いけれど、なかなか改善されない 

G 
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過剰包装がなされている商品も多く、資源の無駄遣いと、ご

みの増加につながっている 

日本は、国民が毎日お茶碗1杯分のご飯を捨てているの

と同じくらい食料廃棄の量が多い 

G 
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気候変動により、海面の水位の上昇や、地域間の降水量の

差や増加があり、自然災害が増えている 

地球温暖化により、水不足が起きたり、マラリアなど熱帯

の感染症が広がるなど命の危険が増えている 

G 
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ペットボトルなどプラスチックごみが海にたくさん流れ、多く

の魚が命を落としている 

人が食べたいと思う魚だけを、たくさんとることで、絶滅に

追い込まれている生き物が増え続けている 



                                                 

G 
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土地開発や燃料にするために木を切りすぎて、地球では砂

漠がどんどん増えている 

森林破壊によって、絶滅に追い込まれている動物や植物

が増え続けている 

G 
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紛争やテロ、虐待(ぎゃくたい)などの暴力におびえて暮らす

人々が世界にはたくさんいる 

政府が決める物事は、一部の政治家や、独裁者、ワイロ

(お金で希望を通す)によってきめられていることがある 

G 

17 

「グローバル目標」を入れた政策が一部にとどまっている国

も多く、SDGs 達成に向けた世界全体の資金が足りていな

い 

日本の ODA における基礎教育支援の割合はほかの先

進国に比べて非常に低い 

 


